
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高
騰に対する特別加
算

【物価高騰対応・生活者支援】地域流
通商品券配布事業（臨時措置）

①エネルギー・食糧品価格等の物価高騰の影響を受けた
生活者に対して地域商品券を配布し、消費下支えを通じた
負担軽減を図る
②十津川村管内でのみ利用できる地域流通商品券
③地域流通商品券2,690人×20千円＝53,800千円、換金
事務委託料150千円×3ヵ月＝450千円、印刷製本費（5.4
万枚）232千円、郵便代（1,581世帯）750千円　計55,232千
円　（うち50,563千円に交付金を充当）
④令和7年12月1日時点で十津川村に住民登録をしている
者
※地域流通商品券の利用期限は令和8年2月末日。
※十津川村商工会と換金業務委託をして精算を行う（期間

R7.12 R8.3

2

②エネルギー・食料
品価格等の物価高
騰に伴う子育て世帯
支援

【物価高騰対応・生活者支援】村っこ
高校生世代応援補助事業（臨時措
置）

①エネルギー・食糧品価格等の物価高騰の影響を受けて
いる子育て世帯に対して給付金を交付し、経済的負担軽
減を図る。
②高校生世代への給付金
③高校生世代 52人×120千円＝6,240千円のうち3,521千
円に交付金を充当
④十津川中学校を卒業し、高等学校、高等専門学校、高
等支援学校ならびにこれに類する専門学校へ進学した子
（52人）の保護者のうち、令和7年5月1日時点で十津川村
に住民登録をしている者。

R7.4 R7.7

3
②物価高騰に伴う低
所得者世帯・高齢者
世帯支援

高齢者等への物価高騰対応臨時給
付金給付事業

①物価高が続く中で高齢者及び低所得者（生活保護受給
者）への支援を行うことで、経済的負担軽減を図る。
②高齢者等への給付金及び事務費
③給付金額 　12,980千円
高齢者　1,293人×10千円、生活保護受給者　5人×10千
円
事務費　681千円
事務費の内容　　[需用費（事務用品等）　役務費（郵送料
等）　として支出]
④令和8年3月31日時点で65歳以上となる高齢者（1,293
人）と65歳未満の生活保護受給者（5人）
※いずれも令和8年1月1日時点で十津川村に住民登録を

R8.2 R8.4

4
③物価高騰に伴う子
育て世帯支援

ひとり親世帯への物価高騰対応臨時
給付金給付事業

①物価高が続く中でひとり親の子育て世帯への支援を行う
ことで、経済的負担軽減を図る。
②ひとり親世帯への給付金及び事務費
③給付金額 　240千円
対象児童24人×10千円
事務費　2千円
事務費の内容　　[役務費（郵送料等）　として支出]
④令和7年12月分の児童扶養手当受給者（12世帯）対象
児童19人、児童扶養手当を申請し、受給要件（所得制限超
過）非該当となった申請者、及び福祉医療（ひとり親等医
療費助成制度）の受給資格者（4世帯）対象児童5人
※いずれも令和8年1月1日時点で十津川村に住民登録を
している者。

R8.2 R8.3

5
⑨中小企業等に対
するエネルギー価格
高騰対策支援

【物価高騰対応・事業者支援】中小事
業者等省エネ設備導入事業費補助
（臨時措置）

①エネルギー価格の高騰を踏まえ、高効率設備の導入を
支援することにより、中小事業者等におけるエネルギーコ
ストの削減および収益構造の改善を図る。
②エアコン、LED照明設備、冷凍冷蔵設備、温水器の更新
にかかる費用（購入費、設置工事費）の補助
③補助金　１事業者あたり上限1000千円　補助率3/4
④村内に事業所を有する中小企業者、小規模事業者

R8.3 R9.3

令和７年度　第３回　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金実施計画


